
№ 質問箇所 質 問 事 項 回   答

1
特記仕様書１３-５
環境保全に関する費用につ
いて

環境保全に関する費用について、当初計上している項目、関連する項目についてご
教示ください。

特記仕様書「１３．環境保全に関する事項」に要する費用につ
いて、関連する単価表の項目に含むものとし、貴社の施工計画
に基づき必要な費用を関連する単価表の項目に計上してくださ
い。

2

特記仕様書１９-３-５　材
料
（４）上塗塗装の塗色につ
いて

L35-40D　（緑色系）は、濃彩として計上されておりますでしょうか。もしくは、淡
彩でしょうか。ご教示ください。

L35-40D　（緑色系）は、青系です。

3
特記仕様書１９-３-６　施
工
【火災対策】について

15）火災感知器・煙感知器については、当初積算においては計上されておらず、契
約後、協議の対象となりますでしょうか。
当初において計上されている場合は、機種、数量、期間等詳細ご教示ください。

火災感知器・煙感知器については、諸経費に含まれるものとし
てお考えください。

4
特記仕様書６　関連施設と
その他との関係について

奥座公園（横浜市）を閉鎖、占用可能でしょうか。
また、管轄の横浜市様と本工事について事前協議を行っておりますでしょうか。

奥座公園は、閉鎖、占用はできないものとしてお考えくださ
い。
また、横浜市との事前協議は行っています。

5
特記仕様書６　関連施設と
その他との関係について

A1,A2脇にある歩道（市道釜利谷138号線、市道上郷142号線）については通行止めと
せず、共用と考えておりますでしょうか。
また、管轄の横浜市様と本工事について事前協議を行っておりますでしょうか。

A1,A2脇にある歩道（市道釜利谷138号線、市道上郷142号線）
は、共用とお考えください。
また、横浜市との事前協議は行っています。

6
特記仕様書６　関連施設と
その他との関係について

通信管路防護について、橋梁下から高所作業車を用いた施工が不可能なため、足場
を設置しながら通信管路防護を行っていく必要がございますが、1/4協議時点で考慮
されておりますでしょうか。

考慮しています。

質問書に対する回答
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7
剥離剤用養生設備工につい
て

剥離剤用養生設備工の計上は4116ｍ2　１層で良いでしょうか。剥離回数に応じて増
えるものと考えるため、２層で計上されておりますでしょうか。足場工に含まれる
シートとは別途、本項目にて２層計上で良いでしょうか。

剥離剤用養生設備工は4116ｍ2　１層で計上しています。吊足場
工に含まれるシートとは別とお考えください。

8
施工場所へのアクセスにつ
いて

工事用車両及び作業員の橋梁へのアクセスはＡ１ヤードからでも問題ないでしょう
か。

工事用車両及び作業員の橋梁へのアクセスはＡ１ヤードからで
も問題ありません。

9
特記仕様書１９-３　塗替塗
装について

湿式塗膜剥離作業について、桁等部材製作時のプライマー成分の約20μ程度は存置
して湿式剥離剤で除去することが出来ません。通常、ここには鉛等の含有は存在し
ない為、プライマー層の除去は次工程の1種ケレンにて除去するのが通例ですが、明
確な存置基準数値は京浜管理事務所様として設けておりますでしょうか。ご教示く
ださい。

明確な存置基準数値は設けておりません。

10
現橋梁の腐食等、その対策
について

受注後、現地調査をおこなった結果、既設橋梁の腐食等からなる極度の減厚部材が
確認された場合、もしくは疲労き裂が確認された場合の処置として、本工事への追
加、変更協議を考えておりますでしょうか。

橋梁の腐食等からなる極度の減厚部材が確認された場合、もし
くは疲労き裂が確認された場合は特記仕様書「２１．補足事
項」に基づき、追加、変更協議を考えております。

11 現橋梁について
現在、A2橋台にて仮設のサンドル材等にて、段差防止対策が行われておりますが、
支承取替やその他補強工種を本工事に追加、変更する可能性はございますでしょう
か。

支承取替やその他補強工種については追加、変更協議を考えて
おりません。

12 図面　3/12位置図（2）
A1ヤード　A=1,000m2について、工事用車両出入口等の高輝度看板設置等が必要かと
思われますが、これの費用については、諸経費に含まれおりますでしょうか。変更
協議の対象となりますでしょうか。

貴社の施工計画に基づき必要となる工事用車両出入口等の高輝
度看板設置等については、諸経費に計上してください。


